　　　今月の花「フヨウ」
　暦の上で秋、朝夕はともかく日中はまだまだ暑ささめやらぬ昨今ではあるが、身の周りの草木の佇まいが季節の進行を教えてくれる。樹木の花の少ない季節ではあるが、街中でも目に付くのはフヨウの花である。フヨウは遠く平安の頃から観賞され、人々に愛されてきた花とされ、古くから栽培されているにもかかわらず、近縁のムクゲと違って変異が出にくく、園芸品種はあまり多くないとされる。自生種は紅色系であり、白花系は園芸種であろう。
　「芙蓉」とは中国ではもともと「蓮の花」のことで、水の中に咲くものを「水芙蓉」、木に咲くものを「木芙蓉」と呼んでいたとされるが、日本では蓮を芙蓉という習慣がないので、芙蓉といえば木芙蓉のことを指し標準和名に採用されている。芙蓉は、全国各地の庭先や公園など、どこででも目にすることができるが、花は短命で、一日花のはかなさに諸行無常の教えを悟り、蓮の花に仏教の縁を重ねるのかも知れない。
　フヨウ（芙蓉、Hibiscus mutabilis）はアオイ科

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A8%E3%82%A6%E5%B1%9E" \o "フヨウ属" フヨウ属の落葉低木で暖地では幹高さ1.5-3mになるが、寒地では冬に地上部は枯れ、春に新たな芽を生やす。中国中部原産と推定されるが、日本の伊豆半島、紀伊半島、四国南部、九州南部に野性化が見られ、関東地方以南で観賞用に栽培される。
葉は互生し、表面に白色の短毛を有し五角形状で先端は浅く3-7裂する。花は枝の上部の葉腋に、7月末から１０月にかけてピンクや白で直径10-15cm程度の花をつける。朝咲いて夕方にはしぼむ1日花であるが、長期間にわたって毎日次々と開花する。花は他のフヨウ属と同様な形態で、花弁は5枚で回旋し椀状に広がる。先端で円筒状に散開するおしべは根元では筒状に癒合しており、その中心部からめしべが延び、おしべの先よりもさらに突き出して5裂する。

果実はさく果で、毛に覆われて多数の種子をつける。

同属のムクゲと同時期に良く似た花をつける
　　　　　　　　　　　September、２０１３．NKC
が直線的な枝を上方に伸ばすムクゲの樹形に対し、本種は多く枝分かれして横にこんもりと広がること、葉がムクゲより大きいこと、めしべの先端が曲がっていることなどで容易に区別できる。花言葉は「繊細な美」「しとやか」

近縁種には属名（学名の）ともなっている南国を象徴するハイピスカスがあり、身近にはスイフヨウやアメリカフヨウが知られる。
スイフヨウ（酔芙蓉、Hibiscus mutabilis cv. Versicolor）

朝咲き始めた花弁は白いが、午後には淡い紅色、夕方から夜にかけては紅色になる。酒を飲むと顔色がだんだんと赤みを帯びるのに似ていることからこの名がついたといわれている。フヨウ同様、朝に咲き、夕方には萎んでしまう一日花で、開花したときには本来の白色であるが夕方になるにしたがって、その色は次第に紅色濃くなり、日没時には萎んでしまう。
　アメリカフヨウ（草芙蓉（くさふよう）、Hibiscus moscheutos、英: rose mallow）

米国

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%90%E3%83%9E%E5%B7%9E" \o "アラバマ州" アラバマ州の原産で、7-9月頃に直径20cmにもなる大きな花をつける。草丈は1mくらいになる。葉は裂け目の少ない卵形で花弁は浅い皿状に広がって互いに重なるため円形に見える。この種は多数の種の交配種からなる園芸品種で、いろいろな形態が栽培される。なかには花弁の重なりが少なくフヨウやタチアオイと似た形状の花をつけるものもある
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